
１．事務所の体制

支援　：　令和元年１０月１５日（火）　　１３時００分　　警戒体制設置

２．派遣目的

　 被害状況の把握、応急復旧に向けた支援

３．派遣先

東北地方整備局　福島河川国道事務所

４．派遣構成

技術系職員　２名

５．派遣期間

令和元年１０月１５日（火）　～　１０月２１日（月）

６．その他　　事務所玄関前において出発式を行いました。（別紙）

※緊急災害対策派遣隊（テックフォース：Technical Emergency Control Force）とは、国土交通省の職員が被災現場に出向

　き、被災状況調査、災害対応についての技術的助言、災害対策用機械による応急復旧等について支援するために派遣す

　る組織です。

　 〈記者発表会〉 山形県政記者クラブ

  国土交通省　東北地方整備局　最上川ダム統合管理事務所　

山形県西村山郡西川町大字砂子関１５８

調査課長　　片桐　真也
カタギリ　　シンヤ

　（内線３５１）

ＴＥＬ０２３７－７５－２３１１

問い合わせ先

令 和 元 年 １ ０ 月 １ ５ 日

国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局

最 上 川 ダ ム 統 合 管 理 事 務 所

最上川ダム統合管理事務所からTEC-FORCE
（緊急災害対策派遣隊）を派遣しました

　最上川ダム統合管理事務所では、台風１９号に伴う降雨により
甚大な被害を受けた福島県内への災害支援を行うため、TECｰ
FORCE（緊急災害対策派遣隊）２名を派遣しました。
　これに伴い、最上川ダム統合管理事務所では１０月１５日１３
時００分に「災害対策支援支部（警戒体制）」を設置しました。

記者発表



出発式 最上川ダム統合管理事務所玄関前にて

令和元年１０月１５日

（　別　　紙　）


